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１２月２２日は、冬至です。 昼の長さが１年の中で、もっとも短い日です。
夕方、あっという間に暗くなります～。５時にはもう、真っ暗です 夏は、夜７時でも明るいのに・・・・・・

では、夏至のころと冬至の今と、昼間の時間ってどれくらい違うと思いますか？
夏至 ６月２２日 日の出 ４時２5分 日没 １９時００分 昼の長さ １４時間３5分
冬至 １２月２２日 日の出 ６時４７分 日没 １６時３２分 昼の長さ ９時間４５分

差し引きすると、昼の長さが４時間４９分違います。

昼の長さが一番長い日

日の出が最も早くなるのは夏至の前、6月12日頃

地球の自転軸は公転
軌道に直交する線か
ら23.4度傾いています。
そのため、半球が太
陽の方に傾いている
ときは夏、そうでない
ときは冬になります。

東京では、夏至と冬至で昼の長さは５時間近く違う
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